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ア ン ケ ー ト 調 査 に み る 豚 肉 と 鶏 肉 の 消 費 傾 向

菊 池

:  は  じ め  :こ

「飽食の時代」を迎え,豚肉 ,鶏肉にも肉質 安全性な

どの品質の高さが求められ,差別化商品の開発が盛んとなっ

ている。このような背景下で,今後は,育種改良 ,技術開

発にも,消費者志向の反映が必要となろう。

ここでは,盛岡市近効で行った「消費者アンケートJの

結果について報告する。

2 アンケー ト実施要領

アンケートは,昭和63年 3～ 4月 ,盛岡市近効のスーパ

ー 6店舗において,来店者 (女性 )に対して実施した。調

査方法は,ア ンケート用紙を配布 し,その場で記入,回収

する方法とした。最終的な調査件数は,288件であった。

3結   果

に)豚肉,鶏肉の消費量の増減について

豚肉の消費量は,全体では,「増加 しているJ(191
%),「変わっていない」 (500%),「 減少 しているJ

(149%)と いう結果であった。年齢別では,30代で「増

加Jが 252%と 多かった。一方,40～ 50代で「減少」が 19

%近 くあり,「増加」より「減少」が多いという結果で

あった。

鶏肉の消費量は,全体では,「増加している」 (257%),
「変わっていない」 (438%),「減少 しているJ(132
%)であった。年齢別では,年代が進むほど増加傾向があっ

た。

総合的にみれば,年代が進むにつれて鶏肉の消費量が増

加し,豚肉の消費量が減少しているといえる。
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表 1 年齢別豚肉、鶏肉の消費傾向 (%)
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(2)豚肉について

Π豚肉を購入する理由」としては,「料理に必要だからJ

(354%)が 多く,次いで「食べ慣れた肉だからJ(223
%),「価格が安いから」 (149%)の lHであった。一方 ,

一番少なかったのは,「おいしいから」 (76%)で あ

った。

「スライス肉 (購買量の多い形態 )」 の購買時の注意項

目として多いのは,「鮮度 (日 付 )J(358%),「赤肉

と脂肪の割合J(249%),「 肉色・つや」 (217%)で
あり,年齢別では,若い年代はど「鮮度Jに ,年代が進む

つれ「肉色 つや」に注意するという回答が多かった。

「赤肉と脂肪の割唐」という回答は,30～ 50代で多かった。

好んで買う肉色は,若い年代は「赤っぱい色」であり
,

年代力進 むと「淡いピンク色」という結果であった。赤肉

と脂肪の割合は,「 882」 ,「 9:lJと いう回答が多

く,こ の二つで622%を 占めた。また,「 10:0」 という

表 2 豚 肉を購入す るときの理 由 (%)
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表 3 消費者が好む豚肉 (肉色、脂肪割合はスライス肉について )

肉 色 赤肉と1旨肪の割合 お い し さ
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注_◎ :非常に多い  〇 :多い  △ :やや多い

回答もみられ,全体的に赤肉志向がみられた。

「豚肉のおいしさ」は,「肉のうまみ」にあるという回

答が最も多く(612%),次 tヽ ■C「柔らかさ」 (212%)
であった。若い年代はど「肉のうまみJの割合が多く,年

代が進むはど「柔らかさ」の割合が多いという結果であった。

(3)鶏肉について

「鶏肉を購入する理由」は,「栄養 健康を考えてJ

表 4 鶏肉を購入するときの理由 (%)

30代
40代
50代

60代以上

○ :多 い  △ :やや多

(190%),「脂肪が少ないから」 (189%),「料理に

必要だから」 (188%), 「価格が安 |ヽ力,ら J (174% )

が,ほぼ同じ割合で多かった。「栄養 健康を考えて」及

び「]旨肪が少ないから」という回答は年代が進むほど増加

する傾向があり,「おいしいから」という理由は各年代と

も少なかった。

級 鶏 肉 の価

250～

△

△

△

△

鶏肉を「おいしい」と思うか否か,と いう質問に対 して  た (191%)。 一方,250円以上という者 も17%近 くみら

は,「料理次第Jと いう回答が圧倒的に多く(736%),  れた。

「おいしい」とする者は,222%であった。年齢別では
,

4 ま  と  め
29才以下及び50代で,「おいしいJと いう回答が多く得ら

注 ◎ :非常に多い

れた。

また,鶏肉の「おいしさ」は,「淡泊なあじJ,「柔ら

かさ」であるという回答が多く,「肉のうまみJは 3位で

あった。

いわゆる「高級鶏肉」については,「食べてみたいJと

いう回答が各年代とも70%前後あり,興味をいだいている

ことが解った。一方「食べてみたいと思わないJと いう者

は,若い年代になるほど多かった。「高級鶏肉Jの 100ク

当たり価格については,150円前後なら購買するという者

力最 も多く(368%),次 いで200円 前後という者が多かっ

牛肉の輸入自由化により,豚肉,鶏肉の消費量は減少す

るのではないかといわれている。今回のアン′―卜結果で

は,豚肉,鶏肉とも「おいしさJに関する直接的志向は多

くはなかったものの,「料理に必要」,「食べなれているJ

という理由にも「おいしさJに関する間接的志向が潜在 し

ていると考えられ,今後は「うま味」や「料理素材に適し

ているJな ど消費者志向に沿った商品,技術開発が必要に

なると思われる。今報告は消費者志 illの一例であり,更に

詳細な調査が必要である。
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表 5 鶏肉についての志向等
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